
尼崎市の学びの多様化学校の理念

令和6年5月に策定した「尼崎市における学びの多様化学校設置基本方針」に基づき、
 ことは

令和8年4月に「尼崎市立尼崎琴葉中学校」を本市18校目の中学校として開校します。

1/6

基本理念 こどもセンタードの視点に立ち、地域や社会、そして未来とのつながりのなか、

一人ひとりが最大限のウェルビーイングの向上を実現できる場所

学校づくりの視点 ① 尼崎市全体の学びの多様化を推進するためのフラッグシップ校をめざす。

② こどもにもおとなにもそれぞれの安心・安全な居場所づくりをめざす。

③ こども一人ひとりへの教育的ニーズに対応できる。

④ 多様な職種の職員による支援を行う。

⑤ こどもの「意思決定」を尊重し、個々に応じたライフデザインを描けるこどもを育てる。



尼崎市の学びの多様化学校の概要

尼崎市南城内10番地の2

■ 平屋建て（鉄骨造／503.2㎡）

 ※ 屋内渡り廊下で成良中学校琴城分校に接続

■ クラスルーム3室、サポートエリア・マルチルームなど
                                  （リビングルームのような多目的空間）

《令和8年4月1日時点予定》

36名（3学年計）

入学・転学者については、2回の面接と
体験活動を経た上で、児童生徒本人の
状況や意思、支援状況、実施する教育
活動等により総合的に判断しました。

➢ 新1年生：10名
➢ 新2年生：13名
➢ 新3年生：13名

＜ゆとりと特色ある学びの実現を図るために＞

➢ 総授業時数を削減（各学年の標準1,015時間→770時間）

➢ 登校時間遅め・下校時間早めの時間割設定

➢ 総合的な学習の時間を拡充して教育活動を展開

➢ 同学年ベースに加え異学年ベースの授業を実施

➢ 近隣の夜間中学校・定時制高校・博物館・図書館と連携

市内全域

所在地 通学区域

新設校舎

生徒数
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【兵庫県と連携】

生徒への手厚い支援に向けた教職員配置の充実

尼崎琴葉中学校

歴史博物館
成良中学校琴城分校



学年制

総合学科

専門学科

普通科

機会均等・一律・標準性
を重視 【単線型】

多様な教育内容を様々
な方法で学べる仕組み

単位制

多部制通信制定時制全日制

義務教育としての教育課程

“だれもが等しく享受”を
制度的に保障

義務教育制度の課題克服に向けたチャレンジ
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小・中学校 高等学校

「個」や
「多様性」
の尊重の視点
で制度的な限界

尼崎琴葉中学校（学びの多様化学校）

は、課題を克服し、他の学校に対しても一石を
投じるような存在になりうる学校



（参考）小・中学校の不登校児童生徒の推移
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■全国の小・中学校の不登校児童生徒数は年々増加し、35万人を超えるなど、
 大きな社会的課題となっています。

■尼崎市の不登校児童生徒出現率は全国よりも高い割合で推移しており、
 多様な教育的ニーズに対応できる環境づくりが引き続き必要な状況です。



← 学校内・集団の活動ができる状態 学校外・個別の活動が必要な状態 →
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（参考）尼崎市のグラデーションのある不登校対策・支援等

校内サポートルーム・エリア
《学習支援員》

オンライン

教育支援室“ほっとすてっぷ”

学習支援室“サテライト教室”

《ハートフル
フレンド》

フリースクール等（※民間）

学びの多様化学校

“尼崎琴葉中学校”

各学校、教育委員会、子どもの育ち支援センター“いくしあ”等の日々の取組

尼崎市では、多様な学びの場
の整備等を進めてきています。

START!
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学校に行くことができるが
自分のクラスに入りづらい
児童生徒など

家から出ることができるが
学校に行きづらい児童生徒など

家から出ることができるが
居住地の学校に行くことが
できない児童生徒など

家から出ることができない
児童生徒など



（参考）学びの多様化学校の設置推進に関する全国的な動向

6/6

文部科学省ホームページ「学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）の設置者一覧」より

平成28年（2016年）12月公布
平成29年（2017年）2月施行

教育機会確保法
（義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律）

平成29年（2017年）3月文部科学大臣決定

『義務教育の段階における普通教育に相当する
教育の機会の確保等に関する基本方針』

令和元年（2019年）10月文部科学省通知

「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」

令和5年（2023年）3月文部科学省とりまとめ・通知
誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

COCOLOプラン
「誰一人取り残されない学びの保障に向けた

不登校対策について（通知）」

令和5年（2023年）8月
文部科学大臣決定：名称変更

不登校特例校
↓

学びの多様化学校

令和7年度
（2025年度）

全国計59校

不登校児童生徒の実態に配慮した特別の
教育課程を編成して教育を実施することが
できる文部科学大臣指定の学校
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